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伊
那
坂
東

　
三
十
三
番

　
　
札
所
巡
り

　
昨
年
11
月
に
中
川
村
公
民

館
か
ら
、松
川
、高
森
、豊
丘
、

大
鹿
、
中
川
に
ま
た
が
る
地

域
に
「
伊
那
坂
東
三
十
三
番

札
所
」
が
存
在
し
て
お
り
、

共
に
こ
の
存
在
と
文
化
を
学

び
札
所
巡
り
に
つ
な
げ
る
活

動
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
町
村
の
公
民
館
が
活
動

に
賛
同
し
、
毎
月
１
回
の
定

例
会
で
番
所
を
訪
れ
な
が
ら

学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
の
三
十
三
札
所

は
ど
の
様
な
も
の
だ
っ
た
の

か
紹
介
し
ま
す
。

　
所
在
町
村

松
川
町
　
八
カ
所

中
川
村
　
九
カ
所 

大
鹿
村
　
一
四
カ
所

豊
丘
村
　
一
カ
所

高
森
町
　
一
カ
所

　
松
川
町
の
札
所
、
八
カ
所
を

紹
介
し
ま
す
。

一
番
札
所

　瑞
応
寺

　
　
　
　
上
片
桐
（
城
）

 

　
本
尊
　
千
手
観
世
音
菩
薩

二
番
札
所

　実
相
院

　
　
　
　
上
片
桐
（
鶴
部
）

　
　
本
尊
　
薬
師
如
来
坐
像

二
六
番
札
所

　大
慈
庵
　

　
　
　
　
生
田
（
峠
）

　
　
本
尊
　
馬
頭
観
世
音
菩
薩

二
七
番
札
所

　金
剛
庵

　
　
　
　
生
田
（
中
山
）

　
　
本
尊
　
聖
観
世
音
菩
薩

二
八
番
札
所

　観
寿
庵

　
　
　
　
生
田
（
部
奈
）

　
　
今
は
跡
地
に
石
像
を
残
す

二
九
番
札
所

　嶺
岳
寺

　
　
　
　
生
田
（
福
与
）

　
　
本
尊
　
地
蔵
菩
薩

三
十
番
札
所

　円
満
坊

　
　（
応
安
寺
）
生
田
（
福
与
）

　
　
本
尊
　
十
一
面
観
世
音
菩
薩

三
十
一
番
札
所

　道
智
庵

　
　
　
　
生
田
（
福
与
間
沢
）

　
　
本
尊
　
薬
師
瑠
璃
光
如
来

　
す
べ
て
の
札
所
に
は
御
詠
歌

が
あ
り
ま
す
。（
御
詠
歌
と
は
、

僧
侶
で
な
い
一
般
の
信
者
が
寺

院
や
霊
場
巡
礼
の
際
に
唄
え
る

歌
の
事
で
す
）

　
全
行
程
を
四
泊
五
日
か
、
鹿

塩
の
湯
な
ど
で
ゆ
っ
く
り
疲
れ

を
と
る
五
泊
六
日
の
巡
礼
の
旅

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
様
に
巡
礼
習
慣
は
中
世

の
後
期
以
来
次
第
に
盛
ん
に
な

り
、
全
国
各
地
に
小
規
模
の
巡

礼
地
が
設
置
さ
れ
こ
の
「
伊
那

坂
東
三
十
三
番
札
所
」
も
そ
の

よ
う
な
全
国
的
情
勢
の
波
に

乗
っ
て
設
定
さ
れ
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
考
資
料

　（
伊
那
坂
東
三
十
三
番
札
所
書
物
）

　
伊
那
坂
東
三
十
三
霊
場
の
巡
礼
コ
ー

ス
は
、
安
永
年
中
（
１
７
７
２
〜
１
７

７
８
年
）
片
桐
村
（
現
中
川
村
片
桐
）

の
住
民
か
ら
の
発
願
に
よ
り
、
関
係
す

る
村
々
の
有
志
や
寺
院
の
僧
侶
が
集
ま

り
相
談
の
結
果
、
天
明
元
年
（
１
７
８

１
年
）
に
上
伊
那
の
南
部
地
区
と
下
伊

那
の
北
部
地
区
を
加
え
た
山
村
一
帯
の

地
域
に
「
伊
那
坂
東
三
十
三
番
札
所
」

が
設
定
さ
れ
、
全
コ
ー
ス
の
寺
院
が
統

一
さ
れ
御
開
帳
が
さ
れ
た
の
が
文
化
十

年
（
１
８
１
３
年
）
で
あ
っ
た
と
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　公
民
館
と
し
て
、
今
後
ま
ず
は
松
川
町
内
の

番
所
を
巡
る
機
会
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

1

2

30

31

29

28

27

1
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4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

17 18

26

瑞応寺★
実相院
実際寺
浄蓮寺★
常泉寺★
観音堂
東福寺
妙福寺（跡）
観音堂
福泉寺（跡）
観滝庵
三十三所堂（跡）
塩泉院
宝久寺（跡）
観音堂
福聚庵
観音堂（円通殿）

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

香林寺（跡）
中尾茶屋堂
宗久寺（跡）
福徳寺
観音堂（大竜寺跡）
三十三所堂
福寿院（下青木薬師堂）
妙清庵
大慈庵
金剛庵
観寿庵（跡）
嶺岳寺★
円満坊（応安寺）
道智庵
泉龍院★
領法寺★

2.4㎞

3.7㎞

2.4㎞

1.9㎞

0.6㎞

0.6㎞

3.8㎞

1.2㎞

16.4㎞

4.0㎞

11.7㎞

0.8㎞

3.6㎞

6.2㎞

1.4㎞

2.3㎞

10.9㎞

4.6㎞

0.3㎞

4.0㎞

6.1㎞

0.7㎞

2.7㎞

18.2㎞

3.3㎞

2.2㎞

3.1㎞

0.7㎞

1.9㎞

1.8㎞

4.3㎞

1.3㎞～

33 1 7.7㎞

総距離136.8㎞
★は住職在住寺

～
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片
桐
松
川

天竜川

高台から桜越しに見る景色は格別です

【むらやま公園】 八重桜
植えられてから3年と若木ですが
片桐橋～公園まで堤防添いに80
本ちかく植えられています。

【円通庵】 枝垂れ桜
樹齢400年あまりの古木です。伊
奈街道大島宿を見守り今日まで歴
史と共に愛されてきた桜です。 町の
天然記念物でもあります。

【林叟禅院】
　エドヒガン桜

【瑞応寺】 枝垂れ桜
風格ある寺の鐘楼わきに立ち
樹齢はまだ若いですがしだれ
て咲く姿は見ごたえを感じま
す。

【御射山神社】 枝垂れ桜
片切氏創建の神社にある樹齢400～500年位の
見事な古木です。
樹木医による手
入れも施され保
護されています。
桜越しに見る狛
犬が凛々しく見
えます。

【部奈さとやま自然園】
杉野屋のエドヒガン枝垂れ桜
残雪の中央アルプス空木岳を背に
美しく咲き誇る姿は格別です。又
蔵とのコントラストも見事です。自
然園には春から夏にかけて様々な
花が咲き誇ります。

【円満坊】
　エドヒガン桜・
　　ヤマザクラ

絶景に美しく咲き誇る桜
と、整備で現れた山桜とテ
ラスから見る絶景も楽しみ
なところです。

【三柱 神社】 枝垂れ桜
社殿の左右にスラリと伸びる幹か
ら糸をひくように枝が垂れ下がり
可憐な桜です。

【柄山神社】
   エドヒガン枝垂れ桜

空から桜が降ってくるような見事な
枝垂れ桜です。神社裏側の高台の枝
垂れ桜も美しい樹形で見ごたえがあ
ります。

【北小学校】【町営グランド】 ソメイヨシノ
北小の桜は昭和20年代に記念樹で植えられた桜、木の下に入
れば桜が空から降ってくるようです。

【信州航空電子沿い】
  ソメイヨシノ

【片桐松川堤防沿い】 ソメイヨシノ
清流と桜並木・鉄橋遠くには残雪の山々が見ら
れる4描写そろった絶景の場所です。写真、絵画
家にも愛され
る絶景ポイン
トでもありま
す。

【七椙神社】 ソメイヨシノ
鳥居の両脇に参拝者を迎えるかの
ように咲く桜に魅了されます。

【桜山不動尊】
　ソメイヨシノ
　枝垂れ桜

【原田の桜】
　エドヒガン桜

樹齢600～700年と推定される
古木です。幹の中央部は朽ちて
いますが生命力を感じる町内で
最も大きい桜で、 木元には石仏
も祀られ歴史を感じます。

寺の墓地に咲く桜で国道153
号線から見上げると空に向
かって伸びる姿は見事です。

この他にも町内には沢山の桜の木があります、自身のお気に入りの桜を見つけてはいかがでしょうか！

もうすぐ桜の時期です
　お気に入りの桜を探しに出かけてみませんか！

松川町は桜が多い町です
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〜
資
料
館
だ
よ
り
〜

◆
第
54
回
◆

「
伊
那
電
松
川
町
通
過
の
歴
史
」

（
そ
の
３
）

　
大
正
７
年（
１
９
１
８
）４
月
１５

日
、
下
伊
那
北
部
地
区
の
思
い
を

伝
え
る
た
め
に
、
上
京
委
員
と
し

て
大
原
慶
一（
神
稲
村
）・
今
村
録

七
郎（
座
光
寺
村
）・
片
桐
政
弥
の

３
人
が
東
京
へ
出
か
け
、
伊
那
電

会
社
に
行
っ
て
社
長
の
池
上
仲
三

郎
に
会
見
し
ま
し
た
。
す
る
と
池

上
社
長
は
、
１８
日
に
い
ろ
い
ろ
な

用
件
が
あ
っ
て
飯
田
へ
行
く
予
定

だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
３
人
か
ら
連
絡
を
受
け
た
委
員

は
、
２０
日
に
協
議
を
す
る
こ
と
に

し
て
、
神
稲
村
橋
本
楼
へ
集
ま
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
４
月

２２
日
飯
田
へ
来
て
い
た
池
上
社
長

と
会
い
陳
情
し
ま
し
た
。
こ
の
時

出
席
し
た
の
は
、
下
伊
那
北
部
の

大
島
村
・
河
野
村
・
神
稲
村
・
山

吹
村
・
市
田
村
・
座
光
寺
村
の
七

人
と
、
上
伊
那
郡
南
部
の
南

向
村
・
上
片
桐
村
の
２
人
で

し
た
。

　
池
上
社
長
か
ら
上
線
（
伊

那
街
道
沿
い
）と
竜
西
線（
天

竜
川
沿
い
）
を
比
べ
る
と
、

竜
西
線
は
距
離
も
長
く
、
用

地
の
買
収
代
が
多
く
か
か
る

と
い
う
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
北
部
の
人
た
ち

は
、
用
地
に
つ
い
て
地
主
の
人
た

ち
か
ら
苦
情
が
な
い
よ
う
に
便
宜

を
は
か
る
こ
と
や
、
会
社
の
考
え

て
い
る
見
込
額
に
よ
り
契
約
し
て

い
く
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
４
月
２９
日
に
河
野
村
へ
集
ま
っ

て
、
用
地
買
収
に
つ
い
て
会
社
の

評
価
額
と
現
地
地
主
の
言
う
額
の

差
を
ど
う
す
る
か
相
談
し
ま
し

た
。
そ
し
て
村
々
で
負
担
す
る
額

を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。
５
月
に

入
っ
て
も
相
談
し
、
そ
れ
か
ら
飯

田
町
の
伊
原
五
郎
兵
衛
宅
へ
、
今

村
録
七
郎
・
橋
都
多
賀
司
（
市
田

村
）・
矢
沢
豊
之
助
（
大
島
村
）

が
出
か
け
面
談
し
ま
し
た
。
池
上

社
長
か
ら
示
さ
れ
た
標
準
額
よ
り

や
や
高
く
買
い
上
げ
て
ほ
し
い
と

話
し
ま
し
た
。
そ
の
高
く
な
っ
た

金
額
は
、
有
志
者
に
よ
っ
て
増
し

買
い
上
げ
を
す
る
会
社
へ
出
す
と

伝
え
ま
し
た
。
伊
原
五
郎
兵
衛
か

ら
、
そ
れ
は
会
社
の
評
価
額
よ
り

少
な
く
し
た
い
と
い
う
目
的
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
追
及
さ
れ
ま

し
た
。
そ
う
で
は
な
い
と
伝
え
ま

し
た
。
５
月
８
日
山
吹
村
へ
委
員

が
集
り
相
談
し
て
、
さ
ら
に
１２
日

に
伊
原
五
郎
兵
衛
の
所
へ
出
か
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
５
月
１４
日

に
河
野
村
に
集
ま
り
、
伊
那
電
を

竜
西
へ
敷
設
す
る
交
渉
の
た
め
の

お
金
に
つ
い
て
決
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
つ
い
に
５
月
１９
日
に
伊

那
電
の
池
上
社
長
・
伊
原
取
締
役

と
下
伊
那
郡
北
部
村
々
の
代
表
山

吹
村
寺
沢
隅
太
郎
・
高
野
保
次

郎
、
座
光
寺
村
今
村
録
七
郎
の
間

で
仮
契
約
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
そ

の
契
約
の
中
で
七
項
目
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
停
車
場
は
、大
島
・

山
吹
・
市
田
・
座
光
寺
と
し
、
会

社
へ
寄
付
す
る
。
位
置
は
会
社
に

任
せ
、
施
工
前
に
所
有
権
移
転
を

登
記
し
て
お
く
こ
と
。
上
片
桐
か

ら
座
光
寺
迄
決
め
た
価
格
で
買
収

す
る
こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。（
続
く
）

　
　
　
　
　
松
川
町
資
料
館
　
　

伊
坪
　
達
郎

   

大
き
な
雪
だ
る
ま

雪
だ
る
ま

コ
ロ
コ
ロ
　
こ
ろ
が
し
て

大
き
な
雪
だ
ま

二
つ
作
っ
て  

か
さ
ね
た
ら

大
き
な
大
き
な

雪
だ
る
ま

と
け
ず
に

ず
っ
と
ず
っ
と

こ
の
ま
ま
が
い
い
な

か
ぞ
く
み
ん
な
で

つ
く
っ
た
よ

�

牛
久
保
　
晴
花

松
川
北
小
学
校

  

カ
レ
ー

お
肉
、
た
ま
ね
ぎ
、

に
ん
じ
ん
、
ピ
ー
マ
ン

に
こ
ん
だ
カ
レ
ー

お
い
し
そ
う

お
な
べ
で
　
ぐ
つ
ぐ
つ

お
い
し
く
な
ぁ
れ

わ
た
し
の
カ
レ
ー

た
の
し
み
だ
な
〜

�

圓
口
　
柚
希

  

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス

と
お
く
ま
で

と
ぶ
と
楽
し
い

「
ぜ
っ
た
い

　
け
っ
て
や
る
ぞ
」

足
を
お
お
き
く

ふ
り
あ
げ
る

ボ
―
ン

と
お
く
に
と
ん
だ
ら

き
も
ち
い
い

�

長
谷
部
　
優
心
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公民館功労者表彰

小 林 鉄 也 さん

中央公民館
大 島 　 崇 さん

中央公民館
小 沢 　 誠 さん

中央公民館

今 村 哲 也 さん

名子地区公民館
米 山 裕 樹 さん

上新井地区公民館
栗 畑 孝 弘 さん

上新井地区公民館
寺 沢 成 幸 さん

古町地区公民館

西 村 　 崇 さん

上大島地区公民館
矢 沢 　 峻 さん

上大島地区公民館
宮 下 雅 和 さん

上大島地区公民館
中 平 　 勇 さん

名子地区公民館

　

中
央
公
民
館
・
各
地

区
公
民
館
の
活
動
に
ご

尽
力
さ
れ
た
１１
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
公
民
館
活
動
に
対
す
る

表
彰
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
自
分
自
身
表
彰
し
て
い
た

だ
く
に
値
す
る
こ
と
が
で
き
た
か

と
恐
縮
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
私
は
新
し
く
完
成
し
た
中
央
公

民
館
「
え
み
り
あ
」
の
館
長
と
し

て
、
４
年
間
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
松
川
町
の

公
民
館
活
動
の
中
で
、
自
分
自
身

何
を
す
れ
ば
よ
い
か
思
い
悩
み
ま

し
た
が
、
自
分
が
大
事
に
し
た
い

な
あ
と
考
え
た
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
地
域
の

中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
公
民
館
活
動

が
あ
り
、
そ
れ
を
通
し
て
人
と
人

が
繋
が
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
る
姿
を
見
て
、
一
緒
に
活
動
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
松
川
町
の
貴
重
な
自
然
ツ

ツ
ザ
キ
ヤ
マ
ジ
ノ
ギ
ク
や
ア
カ
モ

ズ
を
保
護
す
る
活
動
、
耳
が
不
自

由
な
方
や
外
国
か
ら
来
ら
れ
て
い

る
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
方
法
を
学
ぶ
活
動
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
大
変
な
状
況
で
す
が
公
民

館
活
動
で
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
を
大
事
に
し
、
私
の
公
民

館
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た

小
沢
　
誠
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館
報
ま
つ
か
わ 

銀
賞

全
国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル

春
の
セ
ン
バ
ツ
出
場

東
海
大
付
属
甲
府
高
校
　
福
與
大
地
さ
ん
（
古
町
）

　
春
の
河
　
　 

　
鋤

柄

郁

夫
　（
宮
坂
）

山
寺
や 

す
だ
れ
の
ご
と
き 

春
の
雪

蝶
生
れ
て 

小
さ
き
ド
ラ
マ 

始
ま
り
ぬ

花
紙
を 

解
か
れ
て
眩
し 

官
女
雛

囀
り
や 

空
の
青
さ
も 

散
り
ば
め
て

渦
巻
き
て 

ま
た
解
け
て
ゆ
く 

春
の
河

ふ
き
の
と
う
　
ゆ
き
の
下
で
ね
　
じ
ゅ
ん
び
ち
ゅ
う

�

中
平
　
花
音

こ
た
つ
か
ら
　
外
の
け
し
き
を
　
な
が
め
て
る

�

松
下
　
怜
雅

先
生
に
　
雪
玉
な
げ
て
　
に
げ
る
ぼ
く

�

川
久
保
　
優
輝

星
空
は
　
雪
ま
う
空
の
　
鏡
か
な

�

宮
澤
　
は
る
香

雪
が
降
り
　
白
い
服
着
る
　
山
の
木
々

�

小
澤
　
巧

松
川
中
央
小
学
校

　『
松
川
町
出
身
の
子
が
セ
ン
バ

ツ
に
出
場
す
る
ら
し
い
！
』

　
情
報
を
聞
き
つ
け
た
編
集
部

は
、
そ
の
日
に
山
梨
県
に
飛
び
ま

し
た
。
甲
府
市
の
住
宅
街
に
た
た

ず
む
学
校
に
到
着
す
る
と
、
グ
ラ

ン
ド
で
黙
々
と
バ
ッ
ト
を
振
る
福

與
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

　
福
與
さ
ん
は
松
川
中
在
学
時
か

ら
飯
田
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
で
練
習
を

重
ね
、
中
学
卒
業
の
際
に
は
、
県

内
外
の
強
豪
校
か
ら
お
誘
い
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
数
あ
る
候
補

の
中
か
ら
、
練
習
の
雰
囲
気
を
見

て
「
甲
子
園
に
行
く
な
ら
こ
こ

だ
！
」
と
感
じ
、
東
海
大
甲
府
を

選
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
熾
烈
な
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
を
勝

ち
抜
き
、
セ
ン
バ
ツ
大
会
で
は
ラ

イ
ト
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
出
場
予
定

で
す
。
と
は
い
え
、
選
手
層
の
厚

い
強
豪
校
。
確
定
な
ど
は
無
い
た

め
、
ま
だ
ま
だ
気
を
抜
け
な
い
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
勉

強
も
優
秀
で
、
テ
ス
ト
は
入
学
か

ら
常
に
上
位
を
キ
ー
プ
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
こ
の
館
報
が
皆
さ
ん
の
お
手
元

に
届
く
頃
は
、１
回
戦
が
終
わ
っ
た

位
か
と
思
い
ま
す
、是
非
と
も
勝
ち

進
ん
で
い
て
欲
し
い
も
の
で
す
ね
。

　
松
川
町
の
皆
で
、
福
與
さ
ん
を

応
援
し
ま
し
ょ
う
！

　
全
国
公
民
館
連
合
会
が
主
催
す

る
第
８
回
全
国
公
民
館
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
本
誌
が
「
銀

賞
」（
上
か
ら
２
番
目
）を
受
賞
し

ま
し
た
！

　
企
画
の
切
り
口
や
表
現
力
、
記

事
の
工
夫
、
読
み
や
す
さ
な
ど

か
ら
審
査
さ
れ
、
今
年
は
全
国

１
４
８
点
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
本
誌
は
２
年
ご
と
行
わ
れ
る
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成

２４
年
度
か
ら
５
回
連
続
で
入
賞
し

て
お
り
、
銀
賞
の
受
賞
は
平
成
２４

年
の
初
受
賞
以
来
で
す
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
日
頃
か
ら

ご
理
解
・
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る

町
民
の
皆
様
あ
っ
て
こ
そ
の
受
賞

で
す
。

　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
行
事
の
中
止
が
相
次
ぐ
中

も
、
編
集
部
員
一
同
力
を
合
わ
せ

て
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
の
魅
力
や
出
来

事
を
多
く
の
方
に
届
け
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
面
白
く
親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
え
る
館
報
づ
く
り
に
努
め

る
所
存
で
す
。

　
次
は
２
年
後
！

　
最
上
位
賞
で
あ
る
金
賞
を
目
指

し
ま
す
！

　
令
和
２
年
度

中
央
公
民
館
　
編
集
部
一
同

 

季
節
の
俳
句
　

冬
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文
化
活
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は
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民
度
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今
年
の
公
民
館
研
究
集
会
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
３
年

の
研
究
集
会
５０
回
記
念
ま
で
の
３

か
年
で
「
公
民
館
と
は
何
か
？
」
と

い
う
こ
と
を
何
度
も
考
え
ま
し
た
。

　
公
民
館
と
い
う
と
地
区
公
民
館

や
分
館
な
ど
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
け

ど
役
員
が
回
っ
て
く
る
も
の
、
と
い

う
感
じ
が
し
ま
す
。
し
か
し
公
民
館

は
、
住
民
が
何
か
の
目
的
の
た
め
に

活
動
す
れ
ば
、
そ
れ
が
公
民
館
だ

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
営
利
目

的
等
で
な
け
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と

が
該
当
し
ま
す
。
生
活
の
中
の
困
り

ご
と
や
社
会
問
題
の
解
決
、
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
な
ど
豊
か
な
生
活
を
送

る
た
め
の
活
動
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

　
組
織
と
し
て
の
公
民
館
活
動
は

も
ち
ろ
ん
、
同
じ
目
的
を
持
っ
た
者

同
士
が
集
ま
っ
て
活
動
す
れ
ば
、
そ

れ
は
も
は
や
公
民
館
活
動
だ
と
い

う
わ
け
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
今
の
時
代
に
は
ど

ん
な
〝
公
民
館
〟
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
？

光
澤
　
正
之

　
初
め
て
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
町
の
文
化
祭
。
町
内
で
日
頃
か

ら
様
々
な
創
作
活
動
に
取
り
組
み

発
表
の
場
を
持
っ
て
い
た
多
く
の

方
々
に
は
と
て
も
残
念
な
事
で
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
人
々
の

間
で
様
々
な
中
傷
、
差
別
的
行
動

が
見
ら
れ
る
こ
と
は
悲
し
い
事
で

す
。
コ
ロ
ナ
は
住
民
同
士
の
不
信

感
等
を
生
ん
で
し
ま
い
、
決
し
て

高
く
な
い
「
民
度
」
が
露
呈
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
住
民
の
「
民
度
」
を
上
げ
る
の

に
、
文
化
活
動
は
と
て
も
大
切
な

役
割
を
果
た
す
と
思
い
ま
す
。
出

来
な
か
っ
た
文
化
祭
に
代
え
て
、

１
月
３１
日
～
２
月
２８
日
に
開
い
た

文
化
協
会
展
で
す
が
、
次
年
度
こ

そ
は
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
本

当
の
町
民
文
化
祭
が
開
か
れ
る
事

を
祈
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
協
会
副
会
長
　

松
下
　
善
信

　
写
真
と
い
う
く
く
り
の
中
に

は
、
記
念
写
真
、
報
道
写
真
等
、

分
野
は
い
く
つ
か
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
私
た
ち
の
ク
ラ

ブ
は
「
表
現
と
し
て
の
写
真
」
を

中
心
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
撮
影
は
個
々
で
行
う
の
が
主
体

で
作
品
に
最
も
個
性
が
表
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
撮
影
会
は
年
に

数
回
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す

が
、
親
睦
や
情
報
交
換
の
場
と
な

り
、
発
表
の
場
と
し
て
は
例
年
、

秋
に
行
わ
れ
る
文
化
展
に
積
極
的

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
活
動
の
中
心
は
、
月
一
回
の
例

会
で
、
こ
の
時
に
は
各
々
数
枚
の

作
品
を
提
出
し
て
、
お
互
い
に
鑑

賞
と
批
評
を
行
い
ま
す
。
新
鮮
な

刺
激
を
与
え
合
う
こ
と
も
多
く
、

こ
の
時
が
最
も
楽
し
く
盛
り
上
が

り
、
且
つ
学
び
合
え
る
場
と
な
り

ま
す
。写
真
は
趣
味
で
あ
り
、従
っ

て
楽
し
く
な
け
れ
ば
、
と
い
う
の

が
第
一
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
が
一
日
も
早
く
収
束
し

て
、
従
来
の
様
に
巾
広
い
活
動
ス

タ
イ
ル
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な

る
の
を
願
う
日
々
で
す
。
写
真
を

趣
味
と
し
て
楽
し
み
た
い
方
の
入

会
を
歓
迎
し
ま
す
。

大
澤
　
重
彦

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ光 

彩

えみりあで開かれた文化協会展の１コマ

　
花
と
の
付
き
合
い
は
長
く
遥
か

昔
小
学
校
の
頃
、ク
ラ
ス
で
２
、３

人
の
女
子
が
花
を
教
室
に
飾
っ
て

い
ま
し
た
。
今
ど
き
の
派
手
な
花

で
は
な
か
っ
た
が
教
室
の
隅
を
明

る
く
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

春
、
田
ん
ぼ
一
面
を
ピ
ン
ク
に
染

め
て
い
た
レ
ン
ゲ
草
、
畑
に
は
ブ

ル
ー
に
輝
く
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ

リ
、
家
の
周
り
に
は
福
寿
草
、
沈

丁
花
、
ス
イ
セ
ン
・
・
・
桜
が
咲

く
。
移
り
ゆ
く
季
節
に
咲
く
花
は

心
を
癒
し
、
そ
の
色
彩
は
心
に
や

き
つ
い
て
い
ま
す
。

　〝
個
人
の
庭
か
ら
き
れ
い
な
町

へ
〟
そ
ん
な
想
い
か
ら
花
好
き
な

仲
間
が
集
ま
り
「
ま
つ
か
わ
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
会
」
が
発
足
し

て
１０
年
が
過
ぎ
ま
す
。
草
花
の
育

て
方
か
ら
寄
せ
植
え
の
実
習
、
ハ

ン
ギ
ン
グ
の
作
り
方
、
さ
し
芽
や

さ
し
木
の
仕
方
な
ど
会
員
同
士
で

情
報
交
換
し
な
が
ら
居
心
地
の
い

い
空
間
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
も
文
化

の
交
流
を
持
ち
、
そ
の
ひ
と
時
に

花
を
そ
え
ら
れ
た
ら
嬉
し
い
。

　
　
　
　
　
ま
つ
か
わ

　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
の
会

市
原
す
み
子

花
と
生
き
る


